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◆請求の流れ◆ 
１．レセプトの⼀括作成処理を⾏い、全患者のレセプトを作成します。 
  →業務メニューの[42 明細書]画⾯にて「⼀括作成」を⾏い、画⾯上もしくは印刷したレセプトを点検 
   します。レセプトチェック時と同様に、患者の診療⾏為・病名等の修正を⾏う場合もあります。 

 
２．修正したレセプトの個別作成処理を⾏い、修正した患者分・返戻された患者分のレセプトを作成します。 
  →業務メニューの[42 明細書]画⾯にて「個別作成」を⾏い、画⾯上もしくは印刷したレセプトを点検します。

返戻の場合は該当患者の診療⾏為等の修正をし「個別作成」の処理を⾏いますが、返戻されたレセプトを
⼿修正し送付する場合は印刷不要です。 

 
３．総括表・公費請求書のデータを作成するため、再度レセプト⼀括作成処理を⾏います。 
  →業務メニューの[42 明細書]画⾯にて「⼀括作成」を⾏います。印刷は不要です。 
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４．返戻・⽉遅れ処理を⾏います。（（１）〜（３）に該当する場合） 
→業務メニューの[43 請求管理]画⾯にて該当患者の請求データを修正します。 
 
（１）⽉遅れにて請求するため、当⽉の総括に含めない場合（保留にする場合） 
   診療年⽉・患者番号を⼊⼒し、請求区分を「1 未請求」から「0 請求しない」へ変更し「Ｆ12 

 登録」を押下します。 
 これにより、当⽉分の請求には、当該レセプトは含まれません。 

※ ⽣活保護など保険者番号が登録されていない等、[42 明細書]画⾯にてレセプト作成時に「レセプ
ト種別不明」となったレセプトはこの作業は必要ありません。 

     
以下の例は 10 ⽉診療分のレセプトです。 
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（２）⽉遅れ分を請求するため、今回の総括に含める場合 
 保留処理を⾏ったレセプトの請求区分は「0 請求しない」となっています。 

請求年⽉を「Ｈ28.10」と⼊⼒し、請求区分を「1 未請求」に変更後、「Ｆ12 登録」を押下します。 
     これにより、当⽉分の請求に当該レセプトの件数・点数が含まれます。 
 

以下の例は 8 ⽉診療分を平成 28 年 10 ⽉診療分に含めて請求する場合です。 
 

     
   

※ 前⽉の[42 明細書]画⾯にてレセプト作成時に「レセプト種別不明」となったレセプトを当⽉のレ
セプトに含めて請求する場合は、以下の⼿順を⾏ってください。 
① [12 登録]画⾯で負担者番号や受給者番号等の必要な情報を⼊⼒し、「Ｆ12 登録」します。 
② [42 明細書]画⾯で個別作成を⾏います。 
③ レセプトの再作成を⾏った場合、[43 請求管理]画⾯の請求区分は「1 未請求」に変わりま

すので、請求年⽉を⼊⼒し、「Ｆ12 登録」します。 
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（３）返戻レセプトを再請求するため、当⽉のレセプトに含めて請求する場合 
     ① 国保から国保、⽀払基⾦から⽀払基⾦のように同じ審査機関へ請求する場合 

１）⼀度請求したレセプトは[44 総括表・公費請求書]画⾯で総括表の作成処理を⾏うと、請求
区分は「2 請求済」となっています。 

２）請求年⽉を「H28.10 」と⼊⼒し、必要な総括表を作成するため、返戻年⽉に「H28.10」(過
去⽇であれば、いつでも構いません)、請求区分を「1 未請求」とし、「Ｆ12 登録」します。 
※ オンライン請求で返戻レセプトを再請求する場合で返戻データの取り込みが⾏われてい

る場合は、「□ 返戻無」が⻘⽂字で表⽰されますので、チェックボックスをクリックし、
チェックを⼊れ「☑ 返戻有」とし、「F12 登録」を押下します。 

 
     以下の例は 7 ⽉診療分のレセプトが返戻となり、平成 28 年 10 ⽉診療分のレセプトに含めて請求する

場合です。 
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② 国保から⽀払基⾦、⽀払基⾦から国保のように別の審査期間へ請求する場合 
       請求先が変わる場合、その審査機関へは初回の請求となるため「⽉遅れ請求」となります。 
       4 の（２）の⼿順に従い、[43 請求管理]画⾯から処理を⾏ってください。 
 
     ③ ⽉の途中で保険変更があり、レセプトが 2 枚となった場合 
       [43 請求管理]画⾯で「診療年⽉」「患者番号」を⼊⼒すると、「レセプト検索」画⾯が表⽰されま

す。 
       １）番号「1」のレセプトを選択し、請求先が前回の請求時と同じであれば、４の（３）の⼿順に

従い処理を⾏います。 
請求先が変わる場合は、４の（２）の⼿順に従い処理を⾏います。 

       ２）再度、「診療年⽉」「患者番号」を⼊⼒すると、「レセプト検索」画⾯が表⽰されます。 
番号「2」のレセプトを選択し、番号「1」のレセプトと同様の処理を⾏います。 

 

     
 
  


